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今
年
は
、
国
連
が
定
め
た
国
際

コ
メ
年
で
あ
り
、
日
本
委
員
会
も

一
月
二
十
日
に
立
ち
上
が
り
、
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
同
日
行
わ

れ
た
。地
球
人
口
六
十
億
人
の
半
数
以
上

が
コ
メ
を
主
食
と
し
て
お
り
、
飢
餓
を
救

い
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
上
で
最
適

の
食
材
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
コ
メ
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
喚
起
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。「
コ
メ
は
い
の
ち
（
ラ
イ

ス
・
イ
ズ
・
ラ
イ
フ
）」と
い
う
、
簡
潔
で
力

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　

コ

メ

を

ベ
ー
ス
と
す

る
日
本
型
食

生
活
が
健
康

と
長
寿
の
も

と
で
あ
る
こ

と
は
、
日
本

が
世
界
最
長
寿
国
で
あ
る
事
実
か
ら
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
日
本
型
食
生
活

の
具
体
的
な
中
味
は
と
な
る
と
、
い
っ
こ

う
に
は
っ
き
り
し
な
い
。
懐
石
料
理
は

め
っ
た
に
口
に
す
る
機
会
が
な
く
、
む
し

ろ
外
国
料
理
に
近
い
。

　

国
際
コ
メ
年
を
機
会
と
と
ら
え
、
土
地

ご
と
に
新
郷
土
料
理
を
創
り
出
す
と
き
で

あ
る
と
思
う
。
年
間
千
七
百
万
人
に
近
い

日
本
人
が
、
海
外
旅
行
に
出
て
い
る
今
日

で
あ
る
。
新
た
な
味
覚
、
新
た
な
食
材
を

加
え
、
土
地
ご
と
に
地
産
地
消
の
新
た
な

郷
土
料
理
を
、
コ
メ
を
中
心
と
し
て
創
り

上
げ
る
。
そ
れ
は
土
地
に
生
き
る
自
信
と

誇
り
と
な
り
、
外
国
人
を
も
含
め
て
土
地

を
訪
れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て
の
目
玉
と
な

り
、
観
光
振
興
の
上
に
も
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

南
イ
タ
リ
ア
の
シ
チ
リ
ア
島
に
は
、
ア

ラ
ン
チ
ー
ニ
と
い
う
ご
は
ん
の
揚
げ
物
が

あ
る
。
小
さ
な
三
角
お
に
ぎ
り
の
な
か
に

チ
ー
ズ
を
入
れ
、
全
体
を
コ
ロ
ッ
ケ
の
よ

う
に
揚
げ
た
物
で
あ
る
。
と
て
も
お
い
し

く
、
三
時
の

お
や
つ
に
は

ぴ
っ
た
り
の

食
べ
物
で
あ

る
。
南
フ
ラ

ン
ス
の
地
中

海
に
面
す
る

カ
マ
ル
グ
地
方
に
は
、
ご
は
ん
の
上
に

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
（
ブ
ッ
フ
・
ア
ン
・
ド
ー

ブ
）
を
じ
ゃ
ぶ
っ
と
か
け
た
、
闘
牛
の
牛

を
育
て
る
カ
ウ
ボ
ー
イ
用
の
、
立
喰
い
牛

丼
（
ブ
ッ
フ
・
ガ
ル
デ
ィ
ア
ン
）
が
あ
る
。

一
方
、
あ
つ
あ
つ
の
フ
ォ
ワ
グ
ラ
ず
し
も

ワ
イ
ン
に
よ
く
合
い
、
お
い
し
い
。

　

こ
の
よ
う
に
ご
は
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

料
理
を
生
み
出
す
可
能
性
を
持
っ
て
い

る
。
新
郷
土
ご
は
ん
料
理
の
全
国
勢
揃
い

を
期
待
し
た
い
。
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▼　

市
町
村
が
赤
字
団
体
に

２５

　

平
成　

年
度
の
決
算
規
模（
普
通
会
計
）

１４

は
、
歳
入　

兆
１
、
７
０
２
億
円
、
歳
出

９７

　

兆
８
、
３
９
４
億
円
で
、
前
年
度
に
比

９４べ
そ
れ
ぞ
れ
２
・
８
％
、
２
・
７
％
減
少

し
た
。
歳
入
、
歳
出
い
ず
れ
も
３
年
連
続

の
減
少
。
こ
れ
は
、
歳
出
で
は
普
通
建
設

事
業
費
を
中
心
に
投
資
的
経
費
が
減
少
し

た
こ
と
、
歳
入
で
は
地
方
税
が
減
少
す
る

と
と
も
に
、
普
通
建
設
事
業
費
の
財
源
と

な
る
国
庫
支
出
金
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど

が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結

果
、
実
質
収
支
は
１
兆
７
８
３
億
円
の
黒

字
と
な
っ
た
。
う
ち
、
都
道
府
県
は
５
年

連
続
で
赤
字
団
体
が
発
生
し
た
が
、
１
、

３
４
４
億
円
の
黒
字
に
。
市
町
村
も
９
、

４
３
９
億
円
の
黒
字
で
、
昭
和　

年
以
降

３１

黒
字
が
続
い
て
い
る
が
、
黒
字
額
は
前
年

度
に
比
べ
減
少
傾
向
に
。
し
か
し
赤
字
団

体
は
、
前
年
度
よ
り
１
団
体
増
え
て
２
府

県
（
千
葉
、
大
阪
）
と　

市
町
村
の
合
計

２３

　

団
体
と
な
っ
た
。
ま
た
合
併
に
伴
う
打

２５ち
切
り
決
算
に
よ
っ
て
こ
れ
以
外
に
８
団

体
（
８
市
町
村
）
が
赤
字
と
な
っ
た
。

▼
一
般
財
源
比
率
が　

％
に
低
下

５６

　

歳
入
の
内
訳
を
見
る
と
、
地
方
税
は　
３３

兆
３
、
７
８
５
億
円
で
前
年
度
に
比
べ

６
・
１
％
の
減
少
。
こ
れ
は
市
町
村
の
固

定
資
産
税
が
前
年
度
に
引
き
続
き
増
加
し

た
も
の
の
、
道
府
県
民
税
、
事
業
税
等
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

地
方
交
付
税
は　

兆
５
、
４
４
９
億
円

１９

で
前
年
度
比
４
・
０
％
の
減
少
で
、　

年
１３

度
か
ら
通
常
収
支
の
財
源
不
足
の
補
て
ん

の
う
ち
の
地
方
負
担
分
を
交
付
税
特
別
会

計
で
借
り
入
れ
、
交
付
税
で
配
分
す
る
方

法
か
ら
、
臨
時
財
政
対
策
債
（
赤
字
地
方

債
）
の
発
行
へ
と
順
次
転
換
し
て
い
る
た

め
。
こ
れ
に
地
方
譲
与
税
や
地
方
特
例
交

付
金
を
加
え
た
一
般
財
源
は
前
年
度
比
２

兆
９
、
６
３
１
億
円
減
（
５
・
２
％
減
）

の　

兆
４
、
６
１
２
億
円
と
な
っ
た
。

５４

　

国
庫
支
出
金
は　

兆
１
、
７
４
８
億

１３

円
、
同
９
・
５
％
の
減
と
な
っ
た
。普
通
建

設
事
業
費
支
出
金
の
減
等
に
よ
る
も
の
。

ま
た
地
方
債
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
（
２

兆
６
、
１
６
５
億
円
）
及
び
特
定
資
金
公

共
投
資
事
業
債
の
増
に
よ
り
、
同　

・
７

１２

％
増
、　

兆
３
、
１
８
６
億
円
と
な
っ
た
。

１３

　

歳
入
総
額
に
占
め
る
割
合
は
、
地
方
税

が
前
年
度
よ
り
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
の

　

・
４
％
、
地
方
交
付
税
は
０
・
２
ポ
イ

３４ン
ト
低
下
の　

・
１
％
と
な
っ
た
。
こ
の

２０

た
め
、
平
成
８
年
度
か
ら　

年
度
ま
で
上

１２

昇
傾
向
に
あ
っ
た
一
般
財
源
比
率
は
、　
１３

年
度
に
地
方
交
付
税
の
減
に
よ
り
、
減
少

傾
向
に
転
じ
、　

年
度
は
前
年
度
よ
り

１４

１
・
４
ポ
イ
ン
ト
低
下
の　

・
０
％
と
な
っ

５６

て
い
る
。
な
お
、
一
般
財
源
に
臨
時
財
政

対
策
債
発
行
額
を
加
え
る
と
、
０
・
１
ポ

イ
ン
ト
上
昇
の　

・
７
％
と
な
る
。

５８

　

歳
入
決
算
額
の
構
成
比
を
団
体
種
類
別

に
見
る
と
、
都
道
府
県
は
地
方
税　

・
２

３０

％
、
地
方
交
付
税　

・
０
％
、
国
庫
支
出

２１

金　

・
２
％
の
順
で
、
市
町
村
は
地
方
税

１６

　

・
４
％
、
地
方
交
付
税　

・
８
％
、
地

３４

１６

方
債　

・
３
％
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
る
。

１１

　

歳
出
の
内
訳
を
見
る
と
、
義
務
的
経
費

は　

兆
１
、
７
３
１
億
円
で
同
０
・
１
％

４６
増
加
し
た
。
こ
れ
は
行
政
改
革
に
伴
う
定

員
削
減
に
よ
る
職
員
給
の
減
少
等
に
よ
り

前
年
度
に
引
き
続
き
人
件
費
（　

兆
３
、

２６

９
４
２
億
円
）
が
１
・
７
％
減
少
し
た
が
、

扶
助
費
６
億
７
、
４
２
４
億
円
（
４
・
１

平
成
16
年
版 

〔
解
　
説
〕 

地
方
財
政
白
書 

地
方
財
政
白
書 

経
常
収
支
比
率
過
去
最
悪
の
90
・
3
％
に 

　

総
務
省
は
３
月
９
日
、
平
成　

年
版
の
地
方
財
政
白
書
を
ま
と

16

め
た
。
平
成　

年
度
の
地
方
財
政
を
分
析
し
た
も
の
。
そ
れ
に
よ

14

る
と
、
決
算
規
模
は
地
方
税
収
の
落
ち
込
み
や
公
共
事
業
の
抑
制

に
よ
り
、
３
年
連
続
で
前
年
度
を
下
回
っ
た
。
実
質
収
支
は
黒
字

と
な
っ
た
が
、
単
年
度
収
支
・
実
質
単
年
度
収
支
と
も
に
前
年
度

の
黒
字
か
ら
赤
字
へ
と
転
じ
た
。
赤
字
団
体
は
、
合
併
に
伴
う
打

ち
切
り
決
算
の
赤
字
団
体
を
除
き
、
前
年
度
の　

団
体
か
ら　

団

24

25

体
へ
と
増
加
。
ま
た
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

も　

・
３
％
と
過
去
最
高
に
悪
化
し
、
財
政
の
硬
直
化
は
一
段
と

90
進
ん
だ
。
こ
の
た
め
白
書
は
、
地
方
税
の
充
実
と
地
方
交
付
税
へ

の
依
存
の
引
き
下
げ
な
ど
三
位
一
体
改
革
の
必
要
性
を
強
調
す
る

と
と
も
に
、
各
地
方
自
治
体
に
は
行
政
改
革
の
推
進
と
徹
底
し
た

歳
出
の
見
直
し
に
よ
り
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ
の
転
換

を
図
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee
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％
増
）
及
び
公
債
費　

兆
３
６
５
億
円

１３

（
１
・
７
％
増
）
が
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た

た
め
で
あ
る
。

　

一
方
投
資
的
経
費
は
、
国
・
地
方
を
通

じ
た
公
共
事
業
の
抑
制
に
よ
り
７
・
８
％

減
の　

兆
１
、
８
８
０
億
円
と
な
っ
た
。

２１

　

そ
の
う
ち
大
半
を
占
め
る
普
通
建
設
事

業
費
が
、　

兆
円
８
、
２
４
２
億
円
で
同

２０

７
・
６
％
減
。
補
助
事
業
費
、
単
独
事
業

費
も
そ
れ
ぞ
れ
７
・
３
％
、
８
・
４
％
減

少
し
た
。
そ
の
他
の
経
費
も
補
助
費
等
や

繰
出
金
が
増
え
る
一
方
、
積
立
金
が
減
少

し
た
た
め
、
同
３
・
０
％
減
の　

兆
４
、

２７

７
８
３
億
円
と
な
っ
た
。

　

構
成
比
は
、
義
務
的
経
費
に
つ
い
て

は
、
投
資
的
経
費
の
減
少
傾
向
と
地
方
債

の
元
利
償
還
金
の
増
大
に
よ
る
公
債
費
の

増
も
手
伝
っ
て
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
前
年

度
比
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
の　

・
７
％
と

４８

な
っ
て
い
る
。
う
ち
扶
助
費
は
７
・
１
％
、

公
債
費
は　

・
７
％
で
前
年
度
よ
り
と
も

１３

に
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
一
方
普

通
建
設
事
業
費
は
、　

・
０
％
で
前
年
度

２２

よ
り
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
。
う
ち
補
助

事
業
費
は
９
・
７
％
、
単
独
事
業
費
は　

・
１０

７
％
で
、
前
年
度
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
０
・
５

ポ
イ
ン
ト
、
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

団
体
種
類
別
の
構
成
比
で
は
、
人
件
費

が
、
都
道
府
県
（　

・
９
％
）
が
市
町
村

３９

（　

・
３
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
一
方
、

２１

扶
助
費
は
市
町
村
（　

・
６
％
）
が
都
道

１０

府
県
（
７
・
３
％
）
を
、
単
独
事
業
費
も

市
町
村
（　

・
１
％
）
が
都
道
府
県
（
８
・

１２

７
％
）
を
そ
れ
ぞ
れ
上
回
っ
て
い
る
。

▼
財
政
構
造
の
硬
直
化
、
さ
ら
に

進
む

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
見
る
と
、
経
常

収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
２
・
８
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て　

・
３
％
と
な
り
、
集
計
を

９０

は
じ
め
た
昭
和　

年
度
以
来
最
も
高
い
数

４４

値
を
示
し
た
。
う
ち
人
件
費
分
は　

・
０

３７

％
、
公
債
費
分
は　

・
６
％
と
な
っ
て
い

２１

る
。
経
常
収
支
比
率
の
大
幅
な
上
昇
は
、

公
債
費
が
増
加
す
る
一
方
、
地
方
税
等
が

減
少
し
た
た
め
。
団
体
種
類
別
に
見
る

と
、
都
道
府
県
が　

・
５
％
、
市
町
村
が

９３

　

・
４
％
で
、
そ
れ
ぞ
れ
３
・
０
ポ
イ
ン

８７ト
、
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
な
お

一
般
的
に
望
ま
し
い
と
さ
れ
る　

％
の
ラ

７５

イ
ン
を
超
え
て
い
る
団
体
が
、
都
道
府
県

で
全
団
体
、
市
町
村
も　

・
７
％
と
多
く

９４

の
団
体
の
経
常
収
支
比
率
が
高
い
水
準
に

あ
る
。

　

ま
た
公
債
費
負
担
比
率
は
、
前
年
度
よ

り
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て　

・
２
％

１９

と
な
り　

年
連
続
し
て
上
昇
し
て
い
る
。

１１

起
債
制
限
比
率
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き

　

・
６
％
。
財
政
構
造
の
硬
直
化
は
更
に

１１進
行
し
て
い
る
状
況
だ
。
起
債
制
限
比
率

　

％
以
上
の
団
体
が
都
道
府
県
で
は
７
団

１５体
（　

・
９
％
）
に
、
市
町
村
も
１
４
２

１４

団
体
（
４
・
６
％
）
に
増
え
た
。

　

地
方
債
残
高
は
前
年
度
比
３
・
０
％
増

の
１
３
４
兆
９
、
１
８
６
億
円
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金
残

歳　出 歳　入 歳　出 歳　入 

億円 千円 千円 億円  

8,046 504 4998,131大 都 市  

1,528 362 3521,569中 核 市  

871 328 321890特 例 市  

550 317 309564中 都 市  

190 378 369195小 都 市  

70 387 37373町　村（人口１万人以上） 

38 744 71839町　村（人口１万人未満） 

人口１人当たり １団体当たり 
区　　　分 

28.8 13.2 9.5 11.5 23.4 6.793.1

27.9 12.6 8.3 6.1 18.8 9.182.8

31.2 13.5 7.3 8.6 17.3 9.887.7

31.0 14.9 6.9 8.6 16.6 9.487.4

29.8 12.4 5.8 11.6 18.6 9.787.9

28.0 12.6 2.8 14.2 17.4 8.983.9

28.7 10.7 1.8 12.7 24.2 7.986.0

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％  

大 都 市  

中 核 市  

特 例 市  

中 都 市  

小 都 市  

町　村（人口１万人以上

町　村（人口１万人未満

う ち  
人件費 物件費 扶助費 補助費等 公債費 その他 

経常収支
比 率  区　　　分 

11.2

11.3

％ 

中核市 

10.8

11.0

％ 

特例市 

10.3

10.5

％ 

中都市 

10.5

10.6

％ 

小都市 

8.6

8.6

％ 

町　村 
（人口１万人以上） 

9.7

9.6

％ 

町　村 
（人口１万人未満） 

14.9

14.6

％ 

大都市 

平成14年度 

平成13年度 

 

区　　分 

（注）比率は、加重平均である。 

（注）比率は、加重平均である。 

表１　市町村の規模別１団体・人口１人当たり決算額の状況 

表２　市町村数の規模別経常収支比率の状況 

表３　市町村の規模別起債制限比率の状況 
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政 策

高　

兆
７
、
２
４
３
億
円
（
同
７
・
７
％

３０
増
）、
企
業
債
現
在
高
を
加
え
た
借
入
金

残
高
の
総
額
は
、
前
年
度
比
５
兆
３
、
４

９
３
億
円
（
同
２
・
８
％
）
増
の
１
９
３

兆
６
３
９
億
円
に
増
え
た
。

▼
市
町
村
別
の
財
政
状
況

　

財
政
状
況
を
市
町
村
の
規
模
別
に
み
る

と
、
歳
出
決
算
は
１
団
体
当
た
り
で
は
、

大
都
市
の
８
、
１
３
１
億
円
を
ト
ッ
プ

に
、
中
核
都
市
１
、
５
６
９
億
円
、
特
例

市
８
９
０
億
円
、
中
都
市
５
６
４
億
円
、

小
都
市
１
９
５
億
円
と
続
き
、
１
万
人
以

上
の
町
村　

億
円
、
１
万
人
未
満
の
町
村

７３

の　

億
円
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

３９

　

人
口
規
模
と
事
務
権
限
等
に
比
例
し
て

い
る
が
、
こ
れ
を
人
口
一
人
当
た
り
で
見

る
と
大
都
市
が　

万
円
と
高
く
な
っ
て
い

５０

る
も
の
の
、
他
の
都
市
で
は　

〜　

万
円

３１

３７

と
ほ
ぼ
等
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
１
万

人
以
上
の
町
村
も　

万
円
と
ほ
ぼ
市
並
み

３８

と
な
っ
て
い
る
が
、
１
万
人
未
満
町
村
だ

け
が　

万
円
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

７４

　

な
お
財
政
力
指
数
は
、
特
例
市
の
０
・

　

を
ト
ッ
プ
に
、
中
都
市
０
・　

、
大
都

８４

８２

市
０
・　

、
中
核
市
０
・　

、
小
都
市

７９

７８

０
・　

と
な
っ
て
い
る
が
、
１
万
人
以
上

５９

町
村
は
０
・　

、
１
万
人
未
満
町
村
は
０
・

４９

　

と
い
ず
れ
も
０
・
５
を
割
っ
て
い
る
。

２５
　

ま
た
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
実
質
収

支
の
割
合
で
あ
る
実
質
収
支
比
率
は
、
１

万
人
未
満
町
村
が
５
・
０
％
で
ト
ッ
プ
。

以
下
、
１
万
人
以
上
町
村
４
・
７
％
、
小

都
市
３
・
１
％
、
中
都
市
３
・
０
％
、
中

核
市
２
・
５
％
、
特
例
市
２
・
３
％
、
大

都
市
０
・
２
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
決
算
の
内
訳
を
見
る
と
、
地
方
税

の
構
成
比
は
、
中
都
市
の　

・
９
％
が
最

４６

も
高
く
、
続
い
て
特
例
市　

・
９
％
、
中

４５

核
市　

・
０
％
、
大
都
市　

・
６
％
、
小

４３

３８

都
市　

・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
１
万
人

３３

以
上
町
村
は　

・
７
％
、
１
万
人
未
満
町

２８

村
は　

・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
規

１２

模
が
小
さ
い
ほ
ど
地
方
税
の
占
め
る
割
合

は
低
い
が
、
特
に
構
成
比　

％
未
満
が
、

１０

１
万
人
未
満
町
村
で
は　

・
０
％
と
約
半

４７

数
を
占
め
て
い
る
。
一
方
、
１
万
人
以
上

町
村
で
は
地
方
税　

％
以
上
の
富
裕
団
体

５０

が
５
・
５
％
あ
る
。

　

ま
た
地
方
交
付
税
の
構
成
比
は
、
１
万

人
未
満
町
村
が　

・
２
％
と
最
も
高
く
、

４１

続
い
て
１
万
人
以
上
町
村　

・
９
％
、
小

２７

都
市　

・
１
％
、
中
核
市　

・
６
％
、
中

２１

１１

都
市
８
・
９
％
、
特
例
市
８
・
７
％
、
大

都
市
８
・
１
％
と
、
ほ
ぼ
人
口
規
模
と
地

方
交
付
税
の
依
存
度
は
比
例
し
て
い
る
。

　

一
方
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
構
成
比
は

大
都
市　

・
３
％
を
ト
ッ
プ
に
、
中
核
市

１２

　

・
８
％
、
特
例
市　

・
５
％
、
中
都
市

１１

１０

９
・
５
％
、
小
都
市
９
・
１
％
、
１
万
人

以
上
町
村
５
・
６
％
、
１
万
人
未
満
町
村

５
・
３
％
と
、
規
模
と
権
能
が
大
き
い
ほ

ど
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
都
道
府
県
支
出
金
の
構
成
比
は
、
１
万

人
未
満
町
村
が
７
・
９
％
で
最
も
高
く
、

以
下
１
万
人
以
上
町
村
５
・
７
％
、
小
都

市
５
・
１
％
、
中
都
市
４
・
６
％
、
特
例

市
３
・
９
％
、
中
核
市
２
・
３
％
、
大
都

市
１
・
３
％
と
、
国
庫
支
出
金
と
は
逆
の

傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　

な
お
地
方
債
の
構
成
比
は
、
１
万
人
未

満
町
村
が　

・
５
％
で
最
も
高
く
、
続
い

１３

て
大
都
市　

・
７
％
、
中
核
市　

・
３
％
、

１２

１１

１
万
人
以
上
町
村　

・
９
％
、
小
都
市　

・

１０

１０

６
％
、
特
例
市　

・
４
％
、
中
都
市
９
・
４

１０

％
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
大
都
市
と
１
万

人
未
満
町
村
で
地
方
債
依
存
度
が
高
い
。

　

歳
出
を
見
る
と
、
普
通
建
設
事
業
費

（
全
市
町
村
平
均　

・
８
％
）
は
、
１
万

１９

人
未
満
町
村
が　

・
５
％
で
最
も
高
く
、

２５

１
万
人
以
上
町
村　

・
７
％
、
中
核
市　

・

２１

２０

８
％
で
も
平
均
を
上
回
り
、
逆
に
中
都
市

　

・
９
％
を
筆
頭
に
特
例
市　

・
１
％
、

１６

１８

大
都
市　

・
０
％
、
小
都
市　

・
４
％
で

１８

１９

平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。
な
お
単
独
事
業

費
の
割
合
は
、
１
万
人
以
上
町
村
が　

・
１３

９
％
で
最
も
高
く
、
大
都
市
の　

・
２
％

１０

が
最
低
。
１
万
人
未
満
町
村
は　

・
７
％

１３

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
人
件
費
は
、
全
国
市
町
村
平
均

（　

・
９
％
）
に
対
し
、
中
都
市
が　

・

１９

２２

１
％
と
最
も
高
く
、
続
い
て
特
例
市　

・
２１

８
％
、
小
都
市　

・
８
％
と
中
・
小
都
市

２０

で
割
合
が
高
い
。
逆
に
大
都
市
の　

・
０

１７

％
を
筆
頭
に
、
１
万
人
未
満
町
村
も　

・
１８

９
％
と
低
く
、
１
万
人
以
上
町
村
は　

・
２０

６
％
と
中
・
小
都
市
並
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

扶
助
費
は
、
全
国
市
町
村
平
均
（　

・
１０

４
％
）
に
対
し
、
中
核
市　

・
２
％
、
大

１４

都
市　

・
７
％
、
特
例
市　

・
７
％
な
ど

１３

１３

で
高
く
、
１
万
人
以
上
町
村
５
・
３
％
、

１
万
人
未
満
町
村
３
・
０
％
で
低
い
。
町

村
の
生
活
保
護
費
等
を
都
道
府
県
が
負
担

し
て
い
る
た
め
。

　

な
お
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
見
る
と
、

経
常
収
支
比
率
は　

・
１
％
で
最
も
高
く
、

９３

以
下
小
都
市　

・
９
％
、
特
例
市　

・
７

８７

８７

％
、
中
都
市　

・
４
％
、
１
万
人
未
満
町

８７

村　

・
０
％
、
１
万
人
以
上
町
村　

・
９

８６

８３

％
と
続
き
、
中
核
市
が　

・
８
％
と
最
も

８２

低
い
。
町
村
で
低
い
の
は
扶
助
費
等
の
割

合
が
低
い
た
め
。
ま
た
同
比
率　

％
以
上

９０

が
大
都
市
で　

・
０
％
あ
る
ほ
か
、
小
都

５０

市
も　

・
３
％
、
１
万
人
以
上
町
村　

・

３９

２９

０
％
、
中
都
市
で　

・
７
％
、
特
例
市
で

２７

　

・
６
％
あ
る
。
な
お
１
万
人
未
満
町
村

２１は　

・
２
％
、
中
核
市
は　

・
３
％
と
な
っ

１４

１３

て
い
る
。

　

一
方
公
債
費
負
担
比
率
は
、
大
都
市
が

　

・
０
％
で
最
も
高
く
、
以
下
１
万
人
未

２１満
町
村　

・
３
％
、
中
核
市　

・
０
％
、

２０

１７

小
都
市　

・
９
％
、
特
例
市　

・
４
％
、

１５

１５

１
万
人
以
上
町
村　

・
１
％
と
続
き
、
中

１５

都
市
が　

・
５
％
で
最
も
低
い
。

１４

　

ま
た
起
債
制
限
比
率
は
、
大
都
市
が

　

・
９
％
で
最
も
高
く
、
以
下
中
核
市　

・

１４

１１

２
％
、
特
例
市　

・
８
％
、
小
都
市　

・

１０

１０

５
％
、
中
都
市　

・
３
％
、
１
万
人
未
満

１０

町
村
９
・
７
％
と
続
き
、
１
万
人
以
上
町

村
が
８
・
６
％
で
最
も
低
い
。
う
ち
同
比

率　

％
以
上
の
団
体
は
、
大
都
市
が　

・

１５

５８

３
％
で
特
に
多
く
、
１
万
人
未
満
町
村
は

６
・
６
％
、
１
万
人
以
上
町
村
は
１
・
４

％
と
な
っ
て
い
る
。

　

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担
の
占
め
る
割

合
（
標
準
財
政
規
模
比
）
を
見
る
と
、
大

都
市
が
３
４
２
・
８
％
で
最
も
高
く
、
以

下
中
核
市
１
９
５
・
７
％
、
特
例
市
１
８

４
・
５
％
、
小
都
市
１
７
６
・
５
％
、
１

万
人
未
満
町
村
１
７
０
・
３
％
、
中
都
市

１
６
４
・
９
％
と
続
き
、
１
万
人
以
上
町

村
が
１
３
４
・
６
％
で
最
も
低
く
な
っ
て

い
る
。
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１．大会の名称

地方財政危機突破総決起大会
―真の三位一体改革の実現を目指して―

２．目　的

　現下の厳しい地方財政の窮状と三位一体改革
の本来の意義・あるべき姿について、関係方面
のみならず広く国民各層の理解を得、地方分権
推進の趣旨に沿った真の三位一体改革の実現を
図り、地方税財政の直面する危機を突破するた
め、地方六団体の総力を結集して総決起大会を
開催することとする。

３．主　催

地方自治確立対策協議会
（全国知事会、全国市長会、全国町村会、全国都
道府県議会議長会、全国市議会議長会、全国町
村議会議長会）

４．日　時

平成１６年５月２５日（火）　１２：００～１３：００

５．会　場

日本武道館大ホール
（千代田区北の丸公園２－３）

６．出席者

地方公共団体関係者
（首長、議長等：約７，０００人）

７．来　賓

内閣総理大臣、衆参両院議長、
総務大臣、国会議員

８．実行運動

　大会参加者は、大会終了後、政府・国会
方面に対し実行運動を行う。

地方財政危機突破総決起大会開催要領

　全国町村会（会長・山本文男福岡県添田町長）、全国知事会、全国

市長会など地方六団体で構成する地方自治確立対策協議会は、3月

25日、都内で記者会見を開き、地方財政の厳しい現状と三位一体改

革の本来の姿を関係方面および国民各層に広く訴えるための総決起

大会を5月25日に日本武道館で開催することを発表した。

　記者会見で梶原拓全国知事会会長（岐阜県知事）は、「今回の交付

税の大幅削減により、全国の自治体、特に町村は深刻な状況に陥っ

ている。交付税の削減は、住民サービスの低下につながるものであり、単に国と地方の問題でなく、

国民全体の問題であることを総決起大会で大々的にピーアールしてゆく。」と述べた。総決起大会には

全国の首長、地方議会議員など約7,000人が参加する予定。内閣総理大臣、衆参両院議長、総務大臣

はじめ全国会議員にも出席を求める。大会の開催要領は下記のとおり。

△

記
者
会
見
会
場
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�
諸
塚
村
の
概
要

　

諸
塚
村
は
宮
崎
県
の
北
西
部
、
太
平
洋

岸
か
ら
約　

㎞
隔
て
た
九
州
山
地
の
真
っ

５０

直
中
に
あ
り
ま
す
。
面
積
は
１
８
、
７
５

９　

で
、
諸
塚
山
を
は
じ
め
標
高
１
０
０

ha
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
面
積
の　

％
９５

を
山
林
が
占
め
て
お
り
、
平
地
は
宅
地
・

農
地
等
を
合
わ
せ
て
も
わ
ず
か
１
％
に
過

ぎ
ず
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
標
高
１
５
０

ｍ
か
ら
８
０
０
ｍ
の
山
間
地
に　

の
集
落

８８

が
点
在
す
る
、
林
業
主
体
の
山
村
で
す
。

　

人
口
は
、
電
力
開
発
に
伴
う
ダ
ム
工
事

等
が
行
わ
れ
た
昭
和　

年
代
中
頃
に
は

３０

８
、
０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
大
型
事
業
の
終
了
や
高
度
経
済

成
長
に
伴
う
若
者
の
流
出
な
ど
に
よ
り
、

現
在
は
２
、
２
０
０
人
に
ま
で
減
少
し
、

高
齢
化
率
も　

％
を
超
え
る
ま
で
に
至
っ

３０

て
い
ま
す
。

　

諸
塚
村
の
産
業
は
、
村
土
の　

％
を
超

９５

え
る
森
林
を
生
か
し
た
林
業
が
中
心
と
な

り
ま
す
が
、
昭
和　

年
に
用
材
、
椎
茸
、

３２

畜
産
、
茶
を
村
の
四
大
基
幹
産
業
と
し
て

定
め
、
こ
れ
ら
の
産
業
が
相
互
補
完
し
な

が
ら
生
産
に
励
む
、
複
合
経
営
農
林
業
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

森
林
面
積
１
７
、
８
２
１　

の　

％
は

ha

８３

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」のののののののののののののののののののののののののののののののののむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむらららららららららららららららららららららららららららららららららづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

もろもろ つかつか そんそん

現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

宮崎県宮崎県 諸塚村諸塚村
▲

針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
モ
ザ
イ
ク
林
相

平成15年度過疎地域自立活性化優良事例表彰　総務大臣賞受賞

森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森ののののののののののののののののののののののののののののののののの恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵恵みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみををををををををををををををををををををををををををををををををを活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかしししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
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私
有
林
で
、
林
家
の
平
均
所
有
面
積
は

　
　

で
す
が
、
中
規
模
林
家
に
よ
る
家
族

２０
ha

経
営
の
林
業
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

諸
塚
村
の
林
業
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ

は
、
車
道
密
度
が
約　

ｍ
／　

に
及
ぶ
高

６０

ha

密
度
路
網
で
あ
り
、
林
業
機
械
の
効
率
的

な
利
用
や
間
伐
材
等
の
搬
出
コ
ス
ト
削
減

な
ど
生
産
効
率
を
高
め
る
た
め
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
工
林
の
３

割
は
諸
塚
村
の
主
要
産
業
で
あ
る
椎
茸
の

原
木
と
な
る
ク
ヌ
ギ
・
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹

で
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
適
切
に
配
置
・

植
林
さ
れ
て
お
り
、
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹

林
が
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
模
様
に
織
り
な
す

「
モ
ザ
イ
ク
林
相
」と
し
て
知
ら
れ
る
と
と

も
に
、
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

�
村
づ
く
り
の
母
胎
「
自
治
公
民
館
活

動
」

　

諸
塚
村
の
産
業
振
興
や
人
づ
く
り
の
基

礎
と
な
っ
て
き
た
の
が
、「
社
会
教
育
と

産
業
振
興
の
機
能
を
合
わ
せ
持
っ
た
」
自

治
公
民
館
活
動
で
す
。

　

そ
の
前
身
は
戦
前
に
遡
り
ま
す
が
、
そ

の
時
点
で
は
集
落
毎
に
青
年
会
や
壮
年
会

等
の
組
織
が
あ
り
、
自
学
自
習
の
教
養
団

体
と
し
て
の
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
産

業
・
文
化
活
動
に
も
力
を
入
れ
る
な
ど
、

地
域
振
興
の
中
心
的
な
組
織
で
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
の
進
駐
軍
の
占
領
施
策

に
よ
り
戦
前
の
組
織
は
解
体
さ
れ
、
文
部

省
通
達
に
よ
る
と
こ
ろ
の
「
公
民
館
の
施

設
を
通
し
て
の
み
行
わ
れ
る
公
民
館
活
動

（
社
会
教
育
）」
の
指
示
に
従
っ
た
活
動
が

試
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
地
形
上
分
散
さ
れ

た
集
落
等
末
端
へ
の
浸
透
が
図
れ
ず
、
予

期
し
た
効
果
・
実
績
を
み
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
進
駐
軍
や
文
部
省
の
許
可
を

得
る
た
め
県
等
に
交
渉
を
依
頼
す
る
な
ど

紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
、
各
集
落
に
あ
る

以
前
か
ら
の
組
織
で
は
な
く
、
現
在
の
公

民
館
活
動
に
お
い
て
、
新
た
に
民
主
的
な

団
体
が
組
織
さ
れ
社
会
教
育
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
、
よ
う
や
く
昭
和　

年
に
許
可

２３

が
下
り
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
戦
前
か
ら
集
落
毎
に
あ
っ

た
集
会
場
と
し
て
の
「
公
会
堂
」
を
改
築

し
、
昭
和　

年
ま
で
に
は
、
村
内
全
域（
当

２５

時　

ヶ
所
）に
公
民
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

１５
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
公
民
館
を
活
動
の
拠

点
と
し
、
民
主
的
・
自
主
的
な
性
格
を

持
っ
た
壮
年
部
会
・
婦
人
部
会
・
青
年
部

会
等
が
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に
、　

の
公
民

１６

館
や
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
が
連
合
協
議
体
を

組
織
し
、
全
村
あ
げ
て
総
合
的
社
会
教
育

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

諸
塚
村
の
社
会
教
育
は
、
即
、
自
治
公

民
館
活
動
で
あ
り
、
生
涯
学
習
の
観
点
か

ら
も
公
民
館
を
総
合
的
な
場
と
し
て
、
住

民
総
参
加
の
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
一
方
で
、
常
に
自
主
性
を
持
ち
な
が

ら
も
村
当
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
四

大
基
幹
産
業
の
振
興
に
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
な
ど
、
村
と
自
治
公
民
館
が
車
の

両
輪
と
な
っ
て
施
策
を
推
進
し
、
社
会
教

育
活
動
は
も
と
よ
り
産
業
の
振
興
に
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
生
活
改
善
や
産
業
の
振

興
・
保
健
体
育
等
、
広
範
な
分
野
に
渡
っ

て
着
々
と
実
績
を
上
げ
、「
諸
塚
方
式
」
と

も
称
さ
れ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
昭
和　

年
に
準
優
良
公
民
館
と
し

２６

て
文
部
省
表
彰
、
昭
和　

年
に
は
農
林
水

６３

産
祭
表
彰
行
事
の
む
ら
づ
く
り
部
門
に
お

い
て
天
皇
杯
を
受
賞
、
さ
ら
に
は
、
全
国

乾
椎
茸
品
評
会
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
朝

日
森
林
文
化
賞
の
森
づ
く
り
部
門
優
秀
賞

の
受
賞
な
ど
、
む
ら
づ
く
り
・
産
業
の
振

興
な
ど
幅
広
い
分
野
で
評
価
を
い
た
だ

き
、
平
成　

年
度
に
は
こ
れ
ら
の
総
合
的

１５

な
評
価
と
し
て
、
過
疎
地
域
自
立
活
性
化

優
良
事
例
と
し
て
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

�
試
練
が
続
く
農
山
村
の
産
業
・
経
済

　

村
土
の　

％
を
超
え
る
森
林
、
急
峻
な

９５

地
形
な
ど
厳
し
い
生
産
環
境
の
中
で
、
用

材
、
椎
茸
、
畜
産
、
茶
の
四
大
基
幹
産
業

に
よ
る
複
合
経
営
を
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
安
価
な
外
材
や
椎
茸
の
輸
入
等
に
よ

り
、
主
要
産
業
で
あ
る
用
材
や
椎
茸
の
需

要
低
下
と
価
格
の
低
迷
が
続
き
、
村
民
の

経
済
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

用
材
に
お
い
て
は
、
機
械
化
や
道
路
網

整
備
な
ど
生
産
基
盤
の
強
化
に
努
め
、
間

伐
材
等
の
有
効
利
用
や
木
材
製
品
の
安
定

供
給
と
質
の
向
上
の
た
め
木
材
加
工
施
設

の
建
設
・
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

生
産
量
は
維
持
で
き
な
が
ら
も
価
格
は
最

盛
時
の
１
／
３
以
下
ま
で
低
下
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
椎
茸
に
お
い
て
も
、
昭
和　
５０

年
代
に
は　

億
円
を
上
げ
て
い
た
生
産
高

１０

も
、
価
格
の
低
迷
と
生
産
量
の
減
少
に
よ

り
、
現
在
の
生
産
高
は
３
億
円
を
割
り
込

ん
で
い
ま
す
。

　

肉
用
子
牛
の
生
産
を
主
と
す
る
畜
産

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
子
牛
の
価
格
が
比
較

的
安
定
し
て
お
り
、
自
然
環
境
の
特
性
を

活
か
し
た
お
茶
も
安
定
し
た
需
要
を
得
て

い
ま
す
が
、
現
状
の
生
産
基
盤
や
施
設
の

規
模
で
は
、
農
山
村
の
経
済
を
潤
す
ほ
ど

の
主
産
業
と
な
る
に
は
厳
し
い
状
況
で

す
。

� 
多
様
的
で
公
益
的
な
資
源
と
し
て

の
森
の
見
直
し

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
山
村
諸
塚
は
林
業

を
基
軸
と
し
た
産
業
の
振
興
が
不
可
欠
で

あ
り
、
林
業
立
村
を
目
指
し
て
基
盤
整
備

の
基
本
と
な
る
道
づ
く
り
、
生
産
性
の
効

率
化
や
生
産
技
術
の
向
上
に
よ
る
高
品
質

の
物
づ
く
り
、
農
林
業
後
継
者
の
育
成
等

の
人
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
国

際
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
山
村
を
巻

▲「諸塚村文化祭」の１コ

マ、立岩地区に伝わる「臼

太鼓踊り」の公演

▲

「諸塚村公民館大会」（地

　区公民館の活動状況の

　発表や講演会を開催）
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き
込
む
環
境
の
変
化
の
中
で
は
、
経
済
的

側
面
の
み
で
の
林
業
の
振
興
で
は
限
界
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
打
破
し
て
い
く
に
は
、
生
産
の

み
を
目
指
し
て
き
た
森
林
や
道
路
網
等
の

基
本
的
な
資
源
を
、
都
市
住
民
の
憩
い
の

場
や
作
業
体
験
の
場
な
ど
多
様
性
の
あ
る

資
源
と
し
て
捉
え
活
用
を
促
進
し
、
未
だ

利
用
さ
れ
て
い
な
い「
豊
か
な
森
の
恵
み
」

を
新
た
な
資
源
と
し
て
活
か
す
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
際
的
に
も

評
価
・
認
知
さ
れ
て
き
た
「
森
林
の
公
益

性
」
を
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
森
づ
く

り
に
活
か
し
て
い
く
か
が
重
要
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成　

年
度
に
策
定
し
た

１３

第
４
次
諸
塚
村
総
合
長
期
計
画
に
お
い
て

は
、
蓄
積
し
て
き
た
資
源
の
積
極
的
・
多

様
的
な
利
用
に
努
め
、
清
潔
な
水
・
き
れ

い
な
空
気
・
豊
か
な
林
産
物
な
ど
森
の
恵

み
を
活
か
し
、
森
の
暮
ら
し
の
歴
史
・
文

化
・
知
恵
を
見
直
し
て
、
多
種
・
多
様
な

「
百
彩
の
森
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、

公
民
館
主
導
に
よ
る
「
全
村
森
林
公
園　

諸
塚
」
の
構
想
を
打
ち
出
し
、
そ
の
実
現

に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

�
産
直
住
宅
事
業
の
展
開

　

産
直
住
宅
事
業
は
、
平
成
９
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
村
産
材
の

利
用
拡
大
に
よ
る
農
林
家
の
経
済
向
上
を

図
る
こ
と
を
主
眼
に
お
い
て
い
ま
し
た

が
、
た
だ
単
に
木
材
を
売
る
こ
と
で
は
、

山
村
の
真
の
発
展
と
継
続
性
の
あ
る
森
林

の
管
理
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
し
て
、
山

村
の
実
状
や
国
産
材
利
用
の
必
要
性
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
木
材
産
地
ツ

ア
ー
も
並
行
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

木
材
産
地
ツ
ア
ー
は
、
木
材
の
主
な
用

途
で
あ
る
住
宅
の
建
設
主
や
設
計
・
施
工

に
携
わ
る
方
々
を
諸
塚
村
に
お
招
き
し
、

森
林
の
伐
採
現
場
や
木
材
加
工
場
等
の
視

察
・
木
材
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、

諸
塚
産
材
の
品
質
や
生
産
過
程
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
く
一
方
で
、
地
域
の
祭

り
や
行
事
な
ど
に
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、

地
域
住
民
や
木
材
生
産
者
と
の
交
流
に
も

努
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
本
事
業

は
「
建
て
て
終
わ
り
」
で
は
な
く
交
流
の

始
ま
り
と
し
て
捉
え
、
木
材
生
産
者
や
産

直
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
上

棟
式
や
竣
工
式
に
出
向
く
な
ど
に
よ
り
、

生
産
地
と
建
築
主
な
ど
と
の
信
頼
関
係
も

築
か
れ
て
い
ま
す
。

�
交
流
事
業
の
推
進
と
公
民
館
活
動

　

地
域
活
性
化
施
策
の
一
つ
と
し
て
交
流

事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
観
光
資
源
や
観
光

施
設
に
頼
る
の
で
な
く
、
自
然
や
村
民
の

素
朴
な
人
柄
、
山
村
の
文
化
な
ど
諸
塚
村

に
既
に
あ
る
も
の
を
活
か
す
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
体
験
交
流
事
業
（
諸

塚
型
エ
コ
ツ
ア
ー
）
が
あ
り
ま
す
が
、
村

が
買
い
取
っ
た
空
き
家
を「
森
の
古
民
家
」

と
し
て
整
備
し
、
そ
こ
を
体
験
交
流
事
業

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
田
植
え
や
茶
摘
み

の
農
林
作
業
・
豆
腐
の
加
工
や
釜
炒
り
茶

の
製
造
な
ど
四
季
折
々
の
山
村
生
活
を
体

験
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
ま
た
、
木

材
産
地
ツ
ア
ー
と
同
様
に
体
験
作
業
や
地

域
の
祭
り
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
都

市
住
民
と
地
域
住
民
と
の
交
流
も
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
都
市
住
民
に
は
心
身
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
山
村
を
理
解
し
て
も
ら

う
機
会
と
な
り
、
地
域
住
民
に
は
住
民
自

身
が
地
域
の
自
然
や
文
化
を
見
つ
め
直
す

契
機
と
な
り
、
そ
れ
ら
に
誇
り
を
感
じ
、

山
村
の
生
活
や
歴
史
に
自
信
を
持
つ
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ

て
き
た
交
流
事
業
で
す
が
、
地
域
や
公
民

館
に
お
け
る
主
体
的
な
取
り
組
み
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
間
主

体
の
「
も
ろ
つ
か
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
」（
通
称：

ま
ち
む
ら
応
縁
倶
楽
部
）

を
発
足
し
、
こ
の
研
究
会
が
主
体
と
な
り

地
域
や
公
民
館
と
連
携
し
て
展
開
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
や
村
内
に

留
ま
っ
た
内
向
き
の
活
動
が
主
で
あ
っ
た

今
ま
で
の
公
民
館
活
動
が
、
交
流
事
業
を

通
じ
て
、
外
部
に
向
け
て
の
取
り
組
み
・

発
信
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
視
点
に
立
っ

た
公
民
館
活
動
へ
と
飛
躍
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
諸
塚
村
企
画
課　

三
林
正
和
）

▲

村
産
材
に
よ
る
安
全
・
健
康
な
産
直
住
宅

▲

山
中
の
古
民
家
を
改
修
し
た
交
流
拠
点

▲

山
あ
い
の
棚
田
で
田
植
え
を
体
験
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小
坂
井
町
は
、
面
積
９
・
９
２
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
２
２
、
３
０
０

人
、
東
三
河
の
中
心
に
位
置
し
、　

東
JR

海
道
本
線
、　

飯
田
線
、
名
鉄
本
線
に

JR

各
駅
を
有
し
、
国
道
１
号
も
通
り
、
交

通
至
便
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で
あ
る
。

　

歴
史
は
古
く
、
出
土
し
た
銅
鐸
三
基

は
東
京
国
立
博
物
館
に
保
存
展
示
さ
れ

て
い
る
。
徳
川
四
天
王
の
一
人
、
本
多

平
八
郎
忠
勝
公
の
祖
先
、
本
多
正
忠
歴

代
の
居
城
伊
奈
城
跡
が
あ
る
。

　

徳
川
家
の
家
紋
「
三
葉
葵
」
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
、
江
戸
初
期
の
諸
大
名
の

系
譜
を
著
し
た
新
井
白
石
の
「
藩
翰

譜
」、
頼
山
陽
の
「
日
本
外
史
」
に
そ
の

記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

音
楽
に
よ
る
町
お
こ
し
を
目
指
し
、

フ
ロ
イ
デ
ン
・
ホ
ー
ル
に
内
外
の
音
楽

家
を
招
き
、
音
楽
を
志
す
人
の
リ
サ
イ

タ
ル
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
県
下
一
の
利

用
率
を
誇
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
わ
た
く
し
は
、
で
き
る
だ
け

読
書
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
。今
ま
で
の

人
生
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
接
し
て

き
た
。ま
た
講
演
な
ど
を
聴
く
の
も
好

き
で
、
政
治
家
や
、
作
家
や
、
学
者
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聴
い
て
も
き
た
。そ

ん
な
な
か
で
、
読
み
捨
て
て
し
ま
う
の

に
は
、と
て
も
惜
し
い
文
章
や
、聴
き
捨

て
て
し
ま
う
の
に
は
、あ
ま
り
に
も
も
っ

た
い
な
い
言
葉
に
何
度
も
出
会
っ
た
。

　

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
そ
ん
な
文
章
や

言
葉
に
出
会
う
と
メ
モ
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
中
の
言

葉
、
扁
額
や
、
掛
け
軸
の
文
字
や
、
画

賛
か
ら
も
拾
う
よ
う
に
し
て
い
る
が
、

決
し
て
無
理
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
ご
く
自
然
に
任
せ
て
メ
モ
し
て
い

る
が
、
わ
た
く
し
に
と
っ
て
は
、
珠
玉

の
よ
う
な
名
言
や
名
句
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
文
章
や
言
葉
に
接
し
た
と

き
、
わ
た
く
し
は
、
し
ば
し
ば
立
ち
止

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
る
時
は
同
感
し

て
う
な
ず
き
、
あ
る
時
は
少
し
考
え
さ

せ
ら
れ
、
あ
る
時
は
そ
れ
に
触
発
さ
れ

て
思
考
を
発
展
さ
せ
、
あ
る
時
は
不
明

確
で
あ
っ
た
も
の
が
は
っ
き
り
と
形
を

整
え
、
ま
た
あ
る
時
は
心
が
洗
わ
れ
る

よ
う
な
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

中
に
は
、
は
っ
き
り
理
解
は
で
き
な
い

が
、
な
ん
と
な
く
気
に
な
る
言
葉
も

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
読
み
返
し
て
み
る
と
、

な
ぜ
こ
ん
な
言
葉
を
書
き
と
め
た
か

と
、
疑
問
に
思
う
も
の
も
多
い
。
そ
れ

は
、
わ
た
く
し
が
そ
の
時
よ
り
少
し
ば

か
り
成
長
し
た
証
し
な
の
だ
ろ
う
か
。

わ
た
く
し
以
外
の
人
に
は
平
凡
で
、
何

の
変
哲
も
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る

が
、
わ
た
く
し
に
は
、
す
べ
て
が
意
味

の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
記
録
し

た
言
葉
は
、
専
門
家
が
そ
の
専
門
の
分

野
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
は
少
な
い
。

例
え
ば
日
本
文
化
に
つ
い
て
、
そ
の
大

家
が
論
述
し
た
書
物
に
は
、
日
本
文
化

に
つ
い
て
の
優
れ
た
文
章
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
拾
う
言

葉
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
人

の
専
門
外
の
言
葉
の
中
に
こ
そ
、
含
蓄

の
あ
る
言
葉
が
多
い
。

 
雑
誌
や
新
聞
、
コ
ラ
ム
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
、
い
つ
か
は
処
分
さ
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
も
の
の
中
か
ら
も
、
素

晴
ら
し
い
言
葉
が
多
い
。
ま
た
、
わ
た

く
し
の
メ
モ
は
、
そ
の
都
度
ス
ク
ラ
ッ

プ
し
た
も
の
や
、
書
き
と
め
た
も
の

で
、
短
い
言
葉
も
あ
れ
ば
、
長
い
文
章

も
あ
る
。
華
や
か
な
言
葉
、
い
ぶ
し
銀

の
よ
う
な
文
章
、
深
い
教
訓
を
秘
め
た

 
箴
言 
、
批
評
精
神
に
み
ち
た
警
句
、
三

し
ん
げ
ん

十
一
文
字
、
十
七
文
字
に
思
い
を
凝
縮

さ
せ
た
歌
や
句
等
々
、
歴
史
に
名
を
残

し
た
作
家
や
政
治
家
、
哲
学
者
、
宗
教

家
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
著
名
な
作
家

や
実
業
家
、
一
芸
に
秀
で
た
人
の
言
葉

に
は
、
人
間
の
真
理
を
つ
い
て
い
る
も

　■
 

条
幅
・
扁
額
に
学
ぶ

愛知県町村会長

小 坂 井 町 長

藤 田　 享

△

伊
奈
城
跡
公
園

△

フ
ロ
イ
デ
ン
ホ
ー
ル
で
の
ウ
イ
ー
ン
少
年
合
唱
団
の
公
演
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の
が
多
い
。

　

考
え
て
み
れ
ば
人
間
一
生
の
う
ち
に

め
ぐ
り
あ
う
人
の
数
は
限
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
何
等
か
の
意
味
で
、
心

に
残
る
言
葉
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
人

は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
。
読
書
も
同

じ
で
、
一
生
の
う
ち
で
手
に
と
る
本
の

数
は
知
れ
て
い
る
。
ま
し
て
心
を
打
つ

言
葉
に
出
会
っ
た
と
し
て
も
、
メ
モ
を

と
ら
な
か
っ
た
ら
、
大
抵
は
そ
の
場
限

り
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ち
な
み
に
、
わ
た
く
し
の
好
き
な
言

･

葉
に
「
天
地
人 
智
仁
勇
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
社

長
室
に
掲
額
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

「
天
地
人
」
は
、
二
宮
尊
徳
の
「
天
地
人

三
徳
よ
り
て
生
ず
」
で
あ
り
、「
智
仁

勇
」
は
、
安
宅
の
関
と
勧
進
帳
か
ら
智

恵
の
限
り
を
尽
く
す
弁
慶
、
知
り
な
が

ら
見
逃
す
富
樫
の
仁
、
弁
慶
に
打
た
れ

る
勇
者
義
経
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
人
間
は
、
天
と
地
の
恩
恵
に
感

謝
し
、
処
世
は
、
知
恵
と
仁
義
と
勇
気

を
も
っ
て
事
に
あ
た
れ
ば
、
何
事
も
成

就
で
き
る
と
い
う
意
で
あ
る
。

　

古
今
東
西
の
先
賢
の
名
言
、
名
句
、

名
文
は
い
つ
も
わ
た
く
し
に
多
く
の
示

唆
と
進
む
べ
き
道
を
教
え
て
く
れ
る
。

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

広
島
県
町
村
会
は
二
月
十
三
日
の
定
期

総
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し
た
。

広
島
県
町
村
会
長

山
県
郡
豊
平
町
長 

前  
田  
達  
郎 

ま
え 

だ 

た
つ 

ろ
う

昭
和
三
年
二
月
十
五
日
生

【
住
所
】広
島
県
山
県
郡
豊
平
町
吉
木
二
二

七
二
番
地

【
町
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
昭
和

五
十
七
年
広
島
県
農
産
園
芸
課
長
▽
昭
和

五
十
八
年
広
島
県
農
産
課
長
▽
昭
和
六
十

二
年
豊
平
町
長

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】　

五
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成
六
年
山
県

郡
町
村
会
長
▽
平
成
十
五
年
広
島
県
町
村

会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
そ
ば
の
里
づ
く
り
（
手

打
ち
そ
ば
保
存
会
設
立
、
そ
ば
道
場
建

設
、
そ
ば
ま
つ
り
開
始
等
）
▽
道
の
駅
豊

平
ど
ん
ぐ
り
村
、
町
総
合
運
動
公
園
落
成

▽
町
立
病
院
移
転
新
築
、
町
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
完
成
▽
松
崎
町
営
住
宅
、
ケ

ア
ハ
ウ
ス
ゆ
り
か
ご
、
火
葬
場
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
、
青
年
研
修
道
場
、
鉄
の
ふ

る
さ
と
公
園
完
成
▽
吉
川
元
春
史
跡
発
掘

調
査
▽
琴
庄
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
原
東
浄
化

セ
ン
タ
ー
完
成
▽
圃
場
整
備
事
業
全
地
区

竣
工
▽
町
営
花
そ
ば
バ
ス
、
通
院
バ
ス
運

行
開
始
▽
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
▽
地
球
派
塾
開
講
▽
老
人
保
健
事
業

で
厚
生
大
臣
表
彰

【
趣
味
】
読
書
、
園
芸
（
洋
蘭
、
果
樹
）

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

都道府県別市町村数（平成１６年４月１日現在） 

6952,4055331,872851104121773146新 潟 県  98 島 根 県  59 合 計  3,100

114124174354318481632山 梨 県  56 鳥 取 県  39 沖 縄 県  52

14829737437361918117神奈川県 37 和歌山県 50 鹿児島県 96

93572810371720261385東 京 都  39 奈 良 県  47 宮 崎 県  44

1147113623620623346541千 葉 県  79 兵 庫 県  85 大 分 県  58

1275165933111104149940埼 玉 県  90 大 阪 府  44 熊 本 県  87

1061160132612511582533群 馬 県  69 京 都 府  39 長 崎 県  71

7425378421411237235栃 木 県  49 滋 賀 県  50 佐 賀 県  49

2472864145294322611744茨 城 県  83 三 重 県  66 福 岡 県  96

94419253255104510802852福 島 県  90 愛 知 県  87 高 知 県  53

1250123822474431331427山 形 県  44 静 岡 県  69 愛 媛 県  62

730030206021399601050秋 田 県  69 岐 阜 県  80 香 川 県  37

446838189966331059257宮 城 県  69 長 野 県  117 徳 島 県  50

134053582662013451629岩 手 県  58 福 井 県  34 山 口 県  53

14512499306248592534青 森 県  67 石 川 県  39 広 島 県  65

106812569268183417824154北 海 道  212 富 山 県  35 岡 山 県  78

市 町村計 村 町 市 町村計 村 町 市 町村計 村 町 都道府県 計 都道府県 計 都道府県 計 

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
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文
部
科
学
省
は
、
全
国
の
学
校
で
放
課

後
や
休
日
に
、
地
域
の
大
人
の
協
力
を
得

て
、「
子
ど
も
の
居
場
所
」
を
つ
く
り
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
多
彩
な
活
動
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
、
家
庭
・
地
域
・
学
校

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
新
プ
ラ
ン
」を
実
施
す
る
。

　

こ
の
事
業
の
要
旨
は
、
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
る
重
大
事
件
の
続
発
な
ど
、
青
少
年

の
問
題
行
動
の
深
刻
化
や
地
域
や
家
庭
の

教
育
力
の
低
下
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
、
子

ど
も
た
ち
の
放
課
後
や
週
末
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
様
々
な
体
験

活
動
や
地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
な
ど
を

支
援
す
る
―
と
し
て
い
る
。

　

内
容
は
、
学
校
の
校
庭
や
教
室
な
ど
に

安
全
で
安
心
し
て
活
動
で
き
る
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所
（
活
動
拠
点
）
と
し
て
、「
地

域
子
ど
も
教
室
」を
設
け
る
。
同
教
室
は
、

地
域
の
大
人
の
教
育
力
を
結
集
し
て
、
安

全
管
理
員
・
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

配
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
、

様
々
な
体
験
活
動
や
地
域
住
民
と
の
交
流

活
動
な
ど
を
支
援
す
る
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
、
運
営
協

議
会
を
設
け
、
活
動
の
基
本
的
な
在
り
方

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
指
導
者
の
研
修

や
広
報
な
ど
に
当
た
る
。
さ
ら
に
、
市
町

村
レ
ベ
ル
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
親
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と

も
に
、
各
種
機
関
と
の
連
携
協
力
に
よ
る

人
材
の
確
保
・
登
録
を
行
う
ほ
か
、
登
録

さ
れ
た
人
材
を
子
ど
も
の
居
場
所
へ
配
置

す
る
―
と
し
て
い
る
。

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
新
プ
ラ
ン
」

を
実
施 

―
文
部
科
学
省
―

食
育
基
本
法
案
を
国
会
に
提
出

―
自
民
党
・
公
明
党
―

　

国
土
交
通
省
及
び
全
国
半
島
振
興
市
町

村
協
議
会
（
会
長　

脇
本
哲
也
・
北
海
道

知
内
町
長
）
を
は
じ
め
、
半
島
三
協
議
は
、

全
国
の
半
島
地
域
の
う
ち
、
地
域
の
自
主

的
な
創
意
工
夫
の
下
に
活
性
化
が
図
ら
れ

て
い
る
優
良
事
例
を
決
定
・
表
彰
し
た
。

　

優
良
事
例
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
半

島
地
域
活
性
化
優
良
事
例
表
彰
委
員
会

（
委
員
長　

伊
藤
善
市
・
東
京
女
子
大
学
名

誉
教
授
）
に
お
い
て
、「
都
市
と
農
山
漁
村

の
交
流
」
を
今
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
、
審

査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
国
土
交
通
大
臣

賞
に
は
、
国
東
地
域
（
大
分
県
豊
後
高
田

市
）
の
「
昭
和
の
町
」
が
、
半
島
地
域
振

興
対
策
協
議
会
長
賞
（
会
長　

木
村
和
歌

山
県
知
事
）に
は
、
伊
豆
中
南
部
地
域（
静

岡
県
松
崎
町
）
の
「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」

が
、
半
島
地
域
振
興
対
策
議
会
議
長
連
絡

協
議
会
長
賞
（
会
長　

向
出　

石
川
県
議

会
議
長
）
に
は
、
南
房
総
地
域
（
千
葉
県

和
田
町
）
の
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
わ

く
わ
く
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
」
が
、
全
国
半
島
振
興

市
町
村
協
議
会
長
賞
に
は
、
下
北
地
域

（
青
森
県
大
間
町
）
の
「
２
０
０
３
朝
や
げ

夕
や
げ
横
や
げ
〜
大
間
超
マ
グ
ロ
ま
つ

り
」
が
そ
れ
ぞ
れ
選
定
さ
れ
た
。

　

同
市
町
村
協
議
会
長
賞
に
選
定
さ
れ
た

下
北
地
域
の
青
森
県
大
間
町
は
、
朝
日
、

夕
日
、
函
館
の
夜
景
を
一
度
に
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
の
景
観
の
す
ば
ら
し
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
半
島
全
体
の
魅
力
を
高
め
た
こ

と
、
ま
た
町
の
住
民
が
地
域
資
源
で
あ
る

マ
グ
ロ
を
通
し
て
、
住
民
意
識
の
活
性
化

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
、
こ
の
度
受
賞
し
た
。

　

な
お
、
同
優
良
事
例
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

平
成
十
五
年
度
半
島
地
域

活
性
化
優
良
事
例
決
定

　

自
民
・
公
明
両
党
は
こ
の
程
、
食
育
基

本
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。

　

近
年
の
食
生
活
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化

の
中
で
、
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
食
育
を

推
進
し
、
国
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
全

な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
同
法
案
は
、
食
育
に
関
し
基
本
理
念

や
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
と

と
も
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務

を
明
ら
か
に
し
、
食
育
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
食
の
安
全
・
安
心
の

確
保
や
食
料
自
給
率
の
向
上
、
地
域
の
活

性
化
に
も
結
び
つ
け
た
い
考
え
。

　

基
本
的
施
策
と
し
て
は
、
①
学
校
、
保

育
所
、
家
庭
等
に
お
け
る
食
育
の
推
進
、

②
地
域
に
お
け
る
健
康
増
進
の
た
め
の
食

生
活
の
改
善
、
③
国
、
地
方
を
通
じ
た
食

育
推
進
運
動
の
展
開
、
④
食
品
の
安
全
性

の
確
保
、
国
民
の
食
に
対
す
る
理
解
と
関

心
の
増
進
等
を
図
る
た
め
の
、
生
産
者
と

消
費
者
と
の
交
流
の
促
進
、
⑤
食
文
化
の

継
承
の
た
め
の
活
動
へ
の
支
援
、
⑥
食
品

の
安
全
性
、
栄
養
そ
の
他
の
食
生
活
に
関

す
る
調
査
、
研
究
、
情
報
の
提
供
―
等
を

掲
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
合
的
な
施
策
の
推
進
を
図
る

た
め
の
組
織
と
し
て
、
内
閣
府
に
食
育
推

進
国
民
会
議
を
設
置
し
て
食
育
推
進
基
本

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府

県
、
市
町
村
に
も
同
様
の
組
織
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
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▲洋室ツイン 

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」  3番出口徒歩1分 
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩5分 
■タクシー　東京駅から約５分 

全国町村会館へのアクセスガイド 

東京観光地へのアクセスガイド 

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。 

ご予約・お問い合せは 

▲洋室シングル 

TEL：03（3581）0471
〒100-0014　東京都千代田区永田町1丁目11番35号　http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html　 

FAX：03（3581）0220 
 

シングル 131室 

平日料金  8,925円（税込）より 

ツイン 17室 
平日料金  16,800円（税込）より 

土・日・祝日料金 土・日・祝日料金 
シングル 7,140円（税込）より ツイン  13,440円（税込）より 

 
平日料金の20%OFFでご利用いただけます。 

●金曜のご宿泊は、 

ご家族の皆様方も割引料金でご利用いただけます。 

●土・日・祝日のご宿泊は、 

土・日・祝日はリーズナブルに 

平日料金の15％OFFでご利用いただけます。 

● 東京ディズニーランド/地下鉄永田町駅からＪＲ舞浜駅まで約34分 
● 浅草/地下鉄赤坂見附駅から浅草駅まで約27分 
● 東京タワー/地下鉄永田町駅から御成門駅まで約25分 
● 東京ドーム/地下鉄永田町駅から後楽園駅まで約10分 
● 東京都庁展望台/地下鉄赤坂見附駅から新宿駅まで約10分 

静かでゆったりとした客室と 

一流ホテル（帝国ホテルグループ） 

との提携による上質なサービスにより 

皆様をお迎えいたします。 


